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芸術における異文化交流―エッゲンベルク城での新発見と日本的美学からの考察
Peter  Pakesch（ペーター・パケシュ　州立博物館ヨアネウム総監督）
通訳：杉谷　眞佐子（関西大学外国語教育研究機構教授）
　温かい関心に感謝を申し上げ、今からここで私の考えを皆様にご
紹介させていただくことをうれしく思います。
　「大坂図屛風」と名づけられた屛風が 17 世紀、エッゲンベルク
にやってきたとき、静かに二つの偉大な文化が出会っていました。
二つの政治的構図と、歴史的経験の間にきずなが引かれたと言える
のです。
　豊臣秀吉の統一のもと、日本では長年の戦乱を経て国が統一さ
れ、偉大な時代へ向けて時が進んでいました。エッゲンベルク家は
その数十年前にヨーロッパの大戦争、すなわち 30 年戦争で活躍し
ました。戦争は彼らに名声と財産をもたらし、また、ヨーロッパの
秩序を変えました。
　エッゲンベルク城はその存在を顕示するために建てられ、城主た
ちは当地における皇帝の総督となり、ときにはローマ法王庁への外
交官として働きました（図 1）。近代へ至る道筋の中で二つの偉大
な封建主義文化が出会ったのです。それはもはや、騎士時代の封建
貴族や戦争の勇士ではなく、より複雑な組織を築き上げる、近代国
家を支える技術者としての貴族でした。ただし、この二つの社会は
お互いにあまり知りませんでした。
　今日の主題である美術品は長い間「インド風の屛風」という名称で扱われ、異国風の飾り物として財産目録に記
録されていました（図 2）。その屛風が 18 世紀に分解され、部屋の壁飾りにされたことは今日から見ると、むし
ろ幸運だったと言えるでしょう（図 3）。
　他の形のままであれば、その後の数十年、数百年を生き延びることは極めて難しかったでしょう。異国の作品は
せいぜい異国趣味の飾りであり、それ自体が理解されることはありませんでした。当時、中国や日本の陶器や漆が
高く評価されたにもかかわらずです。
ペーター・パケシュ氏
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　屛風が分解され、装飾に使用されたことは、アジアの文化に対する知識が
少なかったことのあらわれです。日本の絵画は中国趣味の一部に過ぎません
でした。しかし、それはヨーロッパにおいて他の大陸や文化との取り組みが
初めて行われた証明でもあるのです。
　クリムトやウィーン分離派あるいはゴッホやフランス印象派という日本文
化とのすぐれた取り組みに至るには、まだまだ時間が必要でした。そのよう
な出会いが必要になるためには、パリの万国博のような 19 世紀の帝国主義
的な芸術作品の展示が必要でした。それを通じてヨーロッパの芸術家たちが
日本の芸術作品の持つ深みを学ぶことができたのです。
　フランスの印象派の意味でなく、例えばドイツ語圏でのジャポニズムも花
を開きました。オーストリアでのウィーン分離派や日本の芸術作品への関心
がいかに重要な役割を果たしたかを示しています。これは芸術の新時代を開
くもので、世界芸術あるいはグローバルな芸術への第一歩でした。
　このような流れがさらに継承され展開されるということはすばらしいことです。中でも日本の作品は西洋の芸術
家にとり絶えず刺激として取り上げられています。それも映画、建築、グラフィック、絵画、舞台芸術、舞踏、そ
して文学など多くの領域においてです。
　20 世紀においては、お互いの魅力を発見し、相互に影響し合う世紀でした。具体例は多く、その数例について
述べるだけでも、ここでは時間が不足するでしょう。その交流の歴史は多くの生産的な誤解に満ちたものでもあり
ました。よく言われるように、ヨーロッパ人は自分たちの考えを証明する側面をいつも相手側に探しており、複雑
で深淵な文化総体を探ることはできませんでした。
　このような受容は必然的、断片的であり、その不完全さはまた多くの創造性を宿していました。日本の美意識、
洗練された単純化のスタイル、物事を本質へ還元する技法は厳格主義の傾向を強めましたが、それは国際的次元で
現代芸術が敬意を抱いた原因でもあります。
　今やこのような時代は去り、パリ万博から 1 世紀以上を経て、グローバルな文化の時代を迎え、私たちは言語
と文化が新しいパターンや輪郭をつくり出していることを学ばねばなりません。私個人としては、ここ 30 年の国
際的な現代芸術、特に絵画や造形芸術の流れを見て、西洋の芸術家が支配的である中、新しい流れや動きが美的様
式を形成しつつあることに魅力を感じています。
　その際、日本の現代芸術の取り組みが特別な役割を果たしています。例えば、2 年前、グラーツで大きな展覧会、
「知覚－日本における時間と想起」の主題で美術展が開催されました。
　これが新しいグラーツにある芸術館です（図 4）。ここで「知覚－日本における時間と想起」の主題で美術展が
展開されました。この開会式でちょうど修復が完成したばかりの屛風を新しい姿で大使を初め日本の訪問者にお見
せすることができました。その展覧会は日本文化交流協会の多大な協力をいただき、異なった文化が芸術の世界で
どのように出会うかを明らかにできた大変幸運な催しでした。
　オーストリアの芸術写真誌「カメラ・オーストリア」の協力が得
られ、一連の日本の芸術作品家、画家、メディア作家などの代表作
を、主題のコンセプトに基づき、建築家・渡辺誠のフレームで示す
ことができました。異なったメディア間の相互作用や各芸術家の異
なる見解の相互交流により、大変おもしろい美術展になりました。
　この美術展から私は特に 1 人の芸術家を取り上げたいと思いま
す。その芸術家に従って、異文化間の芸術における交流について述
図 3
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シンポジウム講演録
20
べたいと思います。
　それはこの杉本博司の作品です。彼は「仏像の海」という作品を出品しました。この中で、千手観音像の反復の
プロセスで、西側の観察者に対し現実概念のアンビバレンツさを示しました。それは東洋の、この場合は仏教の精
神史的伝統に対するものと思われます。その際、彼はヨーロッパの近代芸術の伝統的な方法を究極まで追求したカ
メラ技法を使っています。
　杉本は当初、自然博物館の現実の展示物を撮影し、その現実性を反復することで、非現実に近づくジオラマの技
法で知られていました。この技法を、有名人を蝋人形で展示したロンドンのマダム・タッソー博物館の人物像に応
用し、ハインリヒ 8 世の人物群をあたかも本人たちを数世紀前の画家、ホルバインのモデルとして目の前にして
いるかのような作品に仕立て上げたのです。
　すなわち、杉本は現実の位相をより複雑な方法でずらすことに成功したのです。もちろん、蝋人形もホルバイン
の絵をモデルとしていました。杉本の作品は我われが認識した現実をさらに相対化するものです。彼は絵の表面の
薄い層を主題とし、存在自体が持つ倦怠感と移ろいやすさを日本の現実に対する概念の文脈からのみ可能であるよ
うな方法で挑発的に表現し、グローバルに鑑賞される作品にしたのです。
　私個人はこの出会い以来、日本の墨絵や書道を全く別の目で見るようになりました。そして、作品の新しい魅力
を自分なりに発見できたのではないかと思います。特に杉本が世界じゅうの海を異なった天候や時間帯に撮影し、
それを作品化した「無限の海」を前にしてそのように思いました。その複雑さは厳格な方法で単純化されており、
その感覚は京都の石庭を前にしたときの感覚に比べることができるくらいです。
　さて、それではまたもとの話に戻りましょう。私たちの新しい現在の芸術の交流についてお話ししたいと思いま
す。そして、それは私たちの現在の芸術作品の交流について過去の交流とともに進めていきたいと思っています。
その第一歩はデュッセルドルフ在住の芸術家、定兼恵子とともに、来年春企画しているものです。「大坂図屛風」
と並び、定兼が屛風とその歴史について表現した作品がそこで展示されます。
　ヨアネウム博物館は中部ヨーロッパ最大の博物館としての経験を積んできています。1811 年、ヨハン大公によ
り設立されて以来、長年、すぐれた教育、収集、展示の場として、ヨアネウムは活躍してきました。常に博物館と
してのよい働きを工夫してきており、新しい試みも実践しています。エッゲンベルク城が 1 例ですが、歴史的遺
産の保存と並び、自然博物の収集、地方の生活文化やその用品、歴史的写真、現代史や文化的遺産の収集、そして、
過去や現代の芸術作品などを収集、展示しています。
　「大坂図屛風」について本日のシンポジウムから多くのことが学べ、やがては学術的な展示ができることを期待
しています。ヨアネウム博物館の伝統に立ち、学問と芸術の積極的な交流を歓迎するものです。
　この過去からのすぐれた芸術を託された我われは、異文化交流の精神を生かしながら、そこから芸術的、学術的
な継承を行っていきたいと考えています。そこで得られるさまざまな知識はオーストリア及び世界中からエッゲン
ベルク城を訪問する人びとの大きな喜びとなることでしょう。そして、尊敬する日本からも多くの方が訪れること
を願っています。
※図版 1、3 は Barbara Kaiser“SCHLOSS EGGENBERG”（Landesmuseum Joanneum，2006）より転載した。
